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ⅠⅠ      福福岡岡女女子子大大学学のの沿沿革革  

 本学は、大正 12(1923)年に、我が国初の公立の女子専門学校として開校された福岡県立女子専門学

校（文科、家政科）を母体として、昭和 25(1950)年、第二次世界大戦後の学制改革により４年制の大

学に昇格して福岡女子大学として開設されました。平成 5(1993)年に、情報化の進む厳しい時代を生

き抜くために「高い専門性」と「鋭い思考力」、さらには「総合的な判断力」を身に付けた学生を養

成すべく、教育・研究の充実を図って、大学院文学研究科修士課程（国文学専攻、英文学専攻）が設

置され、さらに平成 9(1997)年には、大学院文学研究科英文学専攻博士後期課程が設置されました。 

 本学の教育目的の特徴は、前身である福岡県立女子専門学校の初代校長小林照朗が学生に告げた建

学の精神「新時代の男女の機会均等へ第一歩を印する諸姉は、校舎の貧しさに心ゆるがすことなく、

内面的教養の充実に専心し、理想高くリファインされた淑女として、社会の先覚者として自覚を以っ

て勉学されたい」に示されているとおりです。この精神は現在まで引き継がれ、学則第１条に、本学

の目的は「広く知識を授け、専門の学芸を教授研究」するとともに、「知的、道徳的及び創造的能力

を備えた女性を育成し、もって文化の向上と社会の発展に寄与すること」と謳っています。この本学

の理念に加えて、平成 20 年 11 月、福岡県は「福岡女子大学改革基本計画」を策定し、時代の変化に

柔軟に対応できる豊かな知識と確かな判断力、しなやかな適応力を持ち、アジアや世界の視点に立っ

て、国内はもとより、海外の国や地域において、より良い社会づくりに貢献できる女性の育成のため

に検討を重ね、平成 23年 4 月に新たに国際文理学部が開設されました。 

 さらに、平成 27 年 4 月に既存の大学院文学研究科を充実・発展させた「人文社会科学研究科」を

設置しました。このように本学は歴史と伝統をもち、その間に送り出した卒業生・大学院修了生は各

方面で活躍し、広く社会に貢献しています。 

 

ⅡⅡ      福福岡岡女女子子大大学学大大学学院院人人文文社社会会科科学学研研究究科科博博士士後後期期課課程程ののアアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー  

 高度な専門性を基に社会で活躍する女性リーダーや研究教育機関で研究教育者を目指す者や社会人

を募り、大学院で主体的に研究を遂行するために必要な研究能力、専門学力や国際的な教養を重視す

る。 

 特に、次のような能力・意欲を有する者や社会人を求める。 

 (1)人間の文化や言語あるいは国際的な経済、政治、社会や企業活動等から生じる問題や現象を対 

象として、独創的で自立した研究・分析を行う能力を有すること。 

 (2)研究に対する高い倫理観を有し、真摯に取り組む自律した姿勢を持っていること。 

 (3)研究成果を女性が活躍する男女共同参画型社会の創造のために提案・還元する意欲と優れた実 

践能力を有すること。  

 

専攻ごとのアドミッション・ポリシー（求める学生像）は以下のとおりである。 

＜言語文化専攻＞ 

 歴史や言語文化に対する強い研究意欲と優れた分析能力をもつ、自立した研究者を目指す学生を募

る。社会において専門知識と実践的な分析能力を活かして、次代の女性リーダーとして国内外で文化

を発信し広く活躍することができる学生、教育の実践現場での活躍や指導的立場からの社会貢献を志

し、研鑽を積み能力を高めるよう努力することができる学生、生涯を通じて高いレベルで研究活動を

実践できる能力の獲得を目指す学生を求める。 

 

＜社会科学専攻＞ 

 現代の国際社会のあり方や企業等の経済活動に強い関心を持ち、国際社会の複雑化する課題に関す

る自立的・独創的な分析能力や解決に向けて優れた実践的能力を高めようと努力することができる学

生を募る。修了後は、多様な進路において、高度な専門能力を基に次代の女性リーダーとして国際社

会で活躍することや、専門的な研究・実務活動を行うための高い専門能力を獲得することに意欲的な

学生を求める。 
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＜入学者選抜の基本方針＞ 

 ・一般選抜入試・社会人特別選抜入試・留学生特別選抜入試・福岡女子大学博士前期課程修了者

特別選抜入試 

 入学者の選抜は、筆記試験・面接のほか書類審査の結果等によって、専門領域に関する高度な知

識・ 技能、創造的で豊かな思考力・判断力・表現力、主体的に研究を構築し推進する姿勢等につ

いて総合的に判断して行う。筆記試験では、研究を遂行する上で必要とされる語学能力及び表現力

を評価する。面接では、当該分野の研究に対する熱意、希望する研究計画の妥当性、当該分野の研

究に必要とされる学力や技能及びコミュニケーション・表現能力を評価する。 

 

  ⅢⅢ   福福岡岡女女子子大大学学大大学学院院人人文文社社会会科科学学研研究究科科博博士士後後期期課課程程のの構構成成とと教教育育体体制制のの特特徴徴  

 博士後期課程では専攻内に領域を設けず、指導教員と専攻内の教員との緊密な連携のもとに教

育や研究指導にあたる。 

 

１１  構構成成  

言語文化専攻 

○言語文化特殊研究ⅠＡ・ⅠＢ、ⅡＡ・ⅡＢ、ⅢＡ・ⅢＢ 

 特殊研究ⅠＡ・ⅠＢでは、修士論文の成果をさらに発展させるために、各自の研究テーマに関連

する分野の論文の講読を行い、研究の課題を探索することを主目的とした調査・考察を行う。 

 特殊研究ⅡＡ・ⅡＢでは、関連する分野の調査研究の成果を取りまとめ、学会等で報告し、博士

論文の構想をまとめる。 

 特殊研究ⅢＡ・ⅢＢでは、研究の成果を、予備論文審査を経て博士論文として結実させる。 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの後、研究成果を公開審査で発表し広く第三者の評価を仰ぐ。 

 

○言語文化総合演習Ａ・Ｂ・Ｃ 

 他分野の教員からも指導を受けることで、各専門分野を相互に連携させながら、研究課題を多角

的な視点から深化させて、独創的な手法を用いて研究を進展させる。博士課程の研究成果を複数教

員の前で発表し、テーマの選定や手法の理解、まとめ方の批評を受け、研究者としての能力を養う。 

 

 ○言語文化特別講義Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

 特別講義は、受講者にもっとも必要と思われる分野の非常勤講師を招聘して、研究を補完し、深

化させる内容の講義を行う。 

 

 社会科学専攻 

○社会科学特殊研究ⅠＡ・ⅠＢ、ⅡＡ・ⅡＢ、ⅢＡ・ⅢＢ 

 特殊研究ⅠＡ・ⅠＢでは、修士論文の成果をさらに発展させるために、各自の研究テーマに関連

する分野の論文の講読を行い、研究の課題を探索することを主目的とした調査・考察を行う。 

 特殊研究ⅡＡ・ⅡＢでは、関連する分野の調査研究の成果を取りまとめ、学会等で報告し、博士

論文の構想をまとめる。 

 特殊研究ⅢＡ・ⅢＢでは、研究の成果を、予備論文審査を経て博士論文として結実させる。 

 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの後、研究成果を公開審査で発表し広く第三者の評価を仰ぐ。 

 

○社会科学総合演習Ａ・Ｂ・Ｃ  

 他分野の教員からも指導を受けることで、各専門分野を相互に連携させながら、研究課題を多角

的な視点から深化させて、独創的な手法を用いて研究を進展させる。博士課程の研究成果を複数教

員の前で発表し、テーマの選定や手法の理解、まとめ方の批評を受け、研究者としての能力を養う。 

 

○社会科学特別講義Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

  特別講義は、受講者にもっとも必要と思われる分野の非常勤講師を招聘して、研究を補完し、深 

化させる内容の講義を行う。 
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２２  教教育育体体制制のの特特徴徴  

各学生は入学時に提出する研究概要書に基づいて主たる指導教員及び副指導教員を決定する。各

学生は、指導教員との相談のもと隣接分野の教員の中から 1名を副指導教員とする。 

言語文化専攻 

 指導教員及び副指導教員の指導のもとで博士論文のテーマ等を含めた研究計画書の作成を行い、

論文構想報告を通じて、３年以内に博士論文提出の権利が与えられる。 

 指導教員は「言語文化特殊研究」を担当し、博士論文作成に向けて指導を行う。同時に「言語文

化総合演習」を通じて、副指導教員に加えて他の関連分野担当教員の研究指導を受ける機会を提供

する。 

 このような教育体制を整えることにより、本専攻では、各学生が言語文化の多様な分野からアド

バイスを受けることを通じて、領域横断的な視点を獲得することを目指す。 

社会科学専攻 

 指導教員及び副指導教員の指導のもとで博士論文のテーマ等を含めた研究計画書の作成を行い、

予備論文審査の合格を経て博士論文提出の権利が与えられる。 

 指導教員は「社会科学特殊研究」を担当し、博士論文作成に向けて指導を行う。同時に「社会科

学総合演習」を通じて、副指導教員に加えて他の関連分野担当教員の研究指導を受ける機会を提供

する。 

 このような教育体制を整えることにより、本専攻では、各学生が社会科学の多様な分野からアド

バイスを受けることを通じて、領域横断的な視点を獲得することを目指す。 

３３  履履修修方方法法とと修修了了要要件件  

言語文化専攻 

(1) 博士論文に直結する特別研究科目である「言語文化特殊研究」（必修・半期２単位）ⅠＡ

～ⅢＢまでの 12 単位と「言語文化総合演習Ａ・Ｂ・Ｃ」（選択必修・半期 1単位）から２単

位、合計 14 単位以上を修得し、博士学位論文の審査に合格することとする。

(2) 博士論文の作成指導については、オリエンテーションその他で適宜行う。

社会科学専攻 

(1) 博士論文に直結する特別研究科目である「社会科学特殊研究」（必修・半期２単位）ⅠＡ

～ⅢＢまでの 12 単位と「社会科学総合演習Ａ・Ｂ・Ｃ」（選択必修・半期 1単位）から２単

位、合計 14 単位以上を修得し、博士学位論文の審査に合格することとする。

(2) 博士論文の作成指導については、オリエンテーションその他で適宜行う。

４４  社社会会人人のの入入学学ににつついいてて  

(1) 社会人の受け入れ

生涯学習の一環として、大学を卒業し企業、教育機関、官公庁、各種施設等で活躍している社会

人が、さらに高度な学識や技術を修得するために大学院へ進学しようとする機運が高まっている。

本研究科では、このような向学の志を抱く社会人に積極的に応えるために、下記の特例措置をはじ

め種々の履修方法を準備している。 

(2) 社会人のための特例措置について

教育方法の特例措置とは、現職教員、公務員、一般企業の社員、団体・施設の職員等の職を有す

る者、またはその他出産、介護等相当の事由があると認められる者が、夜間、土曜日または夏季・

冬季休業期間中に本学授業を受講することができる措置のことである。 

５５  長長期期履履修修制制度度  

 意欲ある社会人の入学を促進するために、入学時における自らの計画と申告に基づき、標準修業

年限を超える年限で課程を修了することを認める「長期履修制度」を導入している。 

 なお、「出産、介護等相当の事由があると認められる者」についても、これを認めている。  

本制度を利用することで、標準修業年限の授業料により、博士前期課程では修業期間を最長 4 年間

まで延長して、必要単位を修得し修士の学位を取得、博士後期課程では最長 6 年間まで延長して、

必要単位を修得し博士の学位を取得することが可能である。 
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６６  指指導導教教員員のの研研究究領領域域とと主主なな研研究究内内容容((※※22002233 年年度度情情報報)) 

言語文化専攻 

教 員 名 研 究 領 域 主 な 研 究 内 容 

坂本 浩一 日本語学 

・日本語の歴史に関する研究

・日本語の語彙・語法に関する研究

・地域言語・方言に関する研究

大久保 順子 日本文学 
・散文（物語・説話・小説等）、韻文

・近世文学、古典文学受容史研究

長岡 真吾 アメリカ文学・文化
・米国の歴史・社会と文学・文化表象との相互作用

・エスニシティ（民族性）と文化交雑

宮川 美佐子 英文学 
・近現代小説

・前期モダニズム小説

社会科学専攻 

教 員 名 研 究 領 域 主 な 研 究 内 容 

チョウドリ

マハブブル アロム
国際経営論 

・企業論を含めた国際経営研究

・アジア諸国における自動車産業や繊維産業の研究

・アジア諸国における BOP ビジネス

・多国籍企業論 ・アジア産業論 ・人的資源管理

宮崎 聖子 

文化人類学 

ジェンダー 

台湾地域研究 

・ジェンダー

・文化/歴史人類学

・台湾地域研究

佐藤 秀樹 経済政策 
・途上国の政策課題に対する経済理論的アプローチ

・政府の価値判断と貧困層への課税に関する理論的研究

鈴木 有美 
社会心理学 

健康心理学 

・組織と社会における適応に関する研究

・「情けは人の為ならず」の実証的研究

・体験活動による態度変容に関する研究

馬場 優 
外交史 

ヨーロッパ研究

・ハプスブルク帝国史

・第一次世界大戦前後の国際政治史

・現代ヨーロッパ政治

深町 朋子 国際公法 
・現代国際法における領域権原論の研究

・領域紛争の司法的解決に関する研究

ジャヤセーナ 

 パスマシリ 

批判的安全保障論 

平和研究 

・グローバル市民社会と紛争に関する研究

・新興国の台頭とインド洋圏の安全保障に関する研究

・グローバル協力と開発に関する研究

木村 貴 
人権法 

比較政治学 

・東アジアの民主化と人権

・東アジアの移行期正義

徐 阿貴 
国際社会学 

ジェンダー研究 

・コリアン・ディアスポラ、韓国への結婚移民、移住労働に関する研究

・移民コミュニティ、組織形成、社会運動の分析

山根 健至 

比較政治学 

東南アジア政治論 

国際関係論 

・東南アジアの政治、国際関係の研究
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７７  講講義義等等のの内内容容((※※22002233 年年度度情情報報))  

授 業 科 目 の 概 要 

科目 

区分 
授業科目の名称 講 義 等 の 内 容 備考 

総 

合 

演 

習 

科 

目

言語文化総合演習Ａ 

 博士後期の大学院生を中心にした発表をもとに、研究指導教員・

他分野の教員及び大学院生が討議をおこなうことにより、高度に専

門化された研究を進める一方で、異分野での研究を知り、領域横断

的な視点の獲得、広範な知識の獲得できるようにする。 

多彩な研究課題に対する興味をもたせるとともに、分析力・批判

力も涵養する。 

共 
 

同 

言語文化総合演習Ｂ 

 博士後期の大学院生を中心にした発表をもとに、研究指導教員・

他分野の教員及び大学院生が討議をおこなうことにより、高度に専

門化された研究を進める一方で、異分野での研究を知り、領域横断

的な視点の獲得、広範な知識の獲得できるようにする。 

共通のテーマによるディスカッションやシンポジウムの形式を取

り入れ、的確な判断力と柔軟な応用力を培い、討論力を向上させる。 

共 
 

同 

言語文化総合演習Ｃ 

 博士後期の大学院生を中心にした発表をもとに、研究指導教員・

他分野の教員及び大学院生が討議をおこなうことにより、高度に専

門化された研究を進める一方で、異分野での研究を知り、領域横断

的な視点の獲得、広範な知識の獲得できるようにする。 

論理的な思考力及び構成力を向上させる。 

共 
 

同 

専 
門 

科 

目

言語文化特別講義Ａ 

 平安朝の文学作品の中から、和歌や枕草子・蜻蛉日記・源氏物語

などを取りあげ、それらを丁寧に読むことにより、文化的側面も含

め、文学と時代の価値観や社会制度との関連を理解させるよう試み

る。また、後世に与えた影響も考察する。 

集
中
・
隔
年 

言語文化特別講義Ｂ 

ウィリアム・シェイクスピアに代表される初期近代英国の戯曲を、

現代とは異なる 16～17 世紀イングランドの社会的・文化的文脈を踏

まえて読む。この授業において受講者は、（1）初期近代英語、（2）

演劇の興行形態、（3）演劇と社会・政治との関係、（4）戯曲本文

の成立と印刷・出版プロセスについて学び、考察する。 

集
中
・
隔
年 

言語文化特別講義Ｃ 

 言語を考えることは、その言語集団構成員の気持ちと文化を考え

ることにつながる。この講義を通じて、思想・言語・文芸・歴史な

どの各領域を中心とした文化に関する深い知識を身につけて、新た

な知見を身につけさせる。主として、平安・鎌倉時代の文献資料を

言語学的な手法で読み解くことにより､この目的を達成できるよう

に工夫する。 

集
中
・
隔
年 

言語文化特別講義Ｄ 

 中英語で書かれた代表的な文学作品を読み、読解力を養うととも

に、現代英語と比較しながら中英語期の音声、形態、統語、談話上

の特質を理解する。また、研究の世界に導くために、研究最前線の

一端を紹介し、一次資料や調査・研究の方法に関するさまざまなツ

ールやデータベースに関する情報を提供する。  

集
中
・
隔
年 
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特 

殊 

研 

究 

科 

目 

言語文化特殊研究ⅠＢ 

（概要） 

 文献・資料のリストに沿って未読かつ重要なものから順に、講義

を交えながら演習形式で精読する。また受講者は、自分のテーマに

関係する研究方法及び最近の研究の動向をまとめる。科目担当者は

適宜講義を行う中で、受講者の理解度を確認する。その上で、受講

者は博士論文のテーマに関連する先行研究をレポートとして作成し

自分の論文の意義と位置づけを明確化する。 

 ここでは、主に、先行論文の講読を通じて､批判力や分析力の高次

化をめざす。 

（長岡 真吾） 

様々なメディアを活用して研究に役立つ文献の収集法をアドバイ

スし、論文の構想に広がりと先進性を出せるように指導する。

（坂本 浩一） 

 日本語研究領域においては学生の研究計画に基づいて調査対象の

研究上の特質・留意点の討議を続けつつ近代日本語に重点を置いた

先行研究講読と基礎的データの作成を進め成果をまとめる。 

（大久保 順子） 

 ＩＡの研究の方向づけに基づき、日本の小説や俳諧等の関連研究

論文と諸作品の精読を行い、提起された問題点についての議論と追

考を通して、研究の展望を拡げるよう指導する。 

（宮川 美佐子） 

イギリス文学の授業では、ⅠＡで確定させた研究テーマを、より

幅広い視野で適切に理解するため、引き続きそのテーマに関連する

他の作家、同時代の文化や社会との関連、主題の歴史的経過を併せ

て研究する。 
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特 

殊 

研 

究 

科 

目 

言語文化特殊研究ⅡＡ 

（概要） 

 引き続き、講義を交えた必読文献の講読を行いながら、受講者は

前年度に公表された文献・資料の内容を確認し、自分の論文に必要

なものを選択する。当授業の他に「言語文化総合演習」での研究発

表を通して、より広い視野を獲得し、それまでの成果をもとに、博

士論文の一部となりうるテーマで学会発表を行うよう指導する。受

講者はその内容を論文にまとめ、研究機関誌で発表する。 

 ここでは、主に、それぞれの課題に関連した調査研究の発表を通

じ､論証方法の適否を検討する。 

（長岡 真吾） 

 これまでの研究成果を総合し、口頭発表や論文執筆という成果発

表までの方法論を実践的に学ぶ。それを博士論文執筆に応用・発展

させることができるように指導する。 

（坂本 浩一） 

 日本語研究領域では近代日本語に重点を置いて資料分析に関する

先行研究の手法を吟味しながら調査方法の修正を重ねる。成果を発

表し討議を行う中で分析考察上の問題点をデータ収集を進めながら

洗い出す。 

（大久保 順子） 

 ＩＡ・ＩＢで提起された日本の小説・俳諧等に関する研究課題に

ついての諸資料の収集、調査及び考察、さらにレポートの作成と研

究発表を通して、受講者の研究能力を磨く。 

（宮川 美佐子） 

イギリス文学の授業では、各種アンソロジーやケースブックなど

を活用して、現代批評理論・文化理論についても理解を深め、これ

らのものを援用する、あるいは自身が研究手法に用いなくてもその

意義が理解できるように研究を進める。 
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特 

殊 

研 

究 

科 

目 

言語文化特殊研究ⅡＢ 

（概要） 

 引き続き博士論文を書き進めるために、直近に出版・公表された

文献講読とそのまとめを行う。また、これまでに行った独自の資料

調査を整理し、演習で調査結果の解釈や取り扱いに関して検討を重

ねる。授業と平行して、博士論文の一部となる、２本目の論文を作

成し、口頭発表や学会誌での論文公表をするための指導を行う。 

 ここでは、主に、それぞれの課題に関連した調査研究の発表を通

じ､解析方法の適否を検討する。 

（長岡 真吾） 

 ⅡＡでの研究発表結果を点検し、問題点の明確化、改善方法の検

討を行い、次回の研究発表と博士論文執筆に活かせるように指導す

る。 

（坂本 浩一） 

 日本語研究領域では近代日本語について重点的に先行研究批判を

行いながら調査を進め、データを電子化して数量的分析に活かすと

ともに研究発表や論文発表での成果報告に結びつける。 

（大久保 順子） 

 ⅡＡで行った研究発表の検討を踏まえ、その研究視点を専攻分野

の今日の研究動向の中に位置づけ、作品の解釈と分析についての考

察を深めて論文作成を行うよう指導する。 

（宮川 美佐子） 

イギリス文学の授業では、Project Muse や MLA Bibliography を活

用して、受講者の研究テーマに関連する最新の文献を収集し、講読

することで研究を深める。 



─ 10 ─

‐ 10 ‐

特 

殊 

研 

究 

科 

目 

言語文化特殊研究ⅢＡ 

（概要） 
 この時期までに博士論文のまとめを行い、予備論文を概ね完成さ
せる。その一環として、当授業でも予備論文内容に検討を加え、必
要に応じて補完すべき知識の教授や方法論の助言を与える。論文の
使用言語が英語の場合、英語表記に関する確認指導も行う。 
 ここでは、主に、予備論文までの成果をまとめた研究報告を通し
て、博士論文の完成をめざす。 

（長岡 真吾） 
 執筆中の博士論文の論旨の一貫性、構成や表現の適切さ、本文と
文献リストの表記方法の正確さなどを入念に確認し、適切な修正を
ほどこせるように指導する。 

（坂本 浩一） 
 日本語研究領域においては予備論文をまとめながら、調査方法・
データ処理・分析考察・結論各部分について学術的妥当性の面から
検討を重ね修正を加えて行く。 

（大久保 順子） 
 研究成果のまとめが的確になされているか、予備論文で概要を確
認し、日本文学研究用語の用い方や論文構成、論述の展開等に関し
ても指導を行う。 

（宮川 美佐子） 
イギリス文学の授業では、博士論文完成に向けて、その主題と各

章の関連、構成、内容、表現の適切性について精査する作業に入る。
引証リストに洩れがないかチェックする。  

言語文化特殊研究ⅢＢ 

（概要） 
 博士論文を完成させ、公開審査に備えるために授業内で講義と演
習を行う。論文審査後、受理された場合は公表に向けての指導を演
習形式で行う。ここでは、博士論文の公開審査に向けての論文概要
や補助資料を作成する。 

（長岡 真吾） 
 出来る限り長く推敲に時間を費やせるように早めに最終稿を完成
させ、可能であれば同分野や近接分野の教員のアドバイスも必要に
応じて受け、修正に活かすように指導する。 

（坂本 浩一） 
 日本語研究領域においては研究成果の博士論文としての完成を急
ぐ。公開審査に向けて細部のチェックを繰り返して適切な要約レジ
ュメ・データ資料類を作成する。 

（大久保 順子） 
 学位論文の完成までの推敲と確認作業、追加資料の作成などにつ
いて指導し、公開審査に向けて論文提出後の検討課題を明確にさせ
る。 

（宮川 美佐子） 
イギリス文学の授業では、博士論文完成に際し、達成できたこと

と残された課題の確認も含めて論文を総括する。 
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授 業  科  ⽬  の  概  要
科⽬ 
区分 授業科⽬等の名称 講 義 等 の 内 容 備考 

総 
合 
演 
習 
科 
⽬ 

社会科学総合演習Ａ 

 社会科学総合演習では、⼤学院⽣それぞれが⾃ら進捗させてき
た研究成果について他分野の教員及び⼤学院⽣と討議することに
より、研究課題の多⾓的な視点からの深化や独創的な⼿法を⽤い
た研究の進展を⽬指す。 
 本演習では、博⼠論⽂のテーマ設定を⾏うための先⾏研究のレ
ビューの仕⽅、⽂献の読み⽅に焦点を当て、領域横断的な視点か
らの分析⼒や批判⼒の育成を通して発展性や独創性のある研究課
題を発⾒する能⼒を養う。 

共 
同 

社会科学総合演習Ｂ 

 社会科学総合演習では、⼤学院⽣それぞれが⾃ら進捗させてき
た研究成果について他分野の教員及び⼤学院⽣と討議することに
より、研究課題の多⾓的な視点からの深化や独創的な⼿法を⽤い
た研究の進展を⽬指す。 
 本演習では、博⼠論⽂の完成に向けて蓄積した研究成果の外化
に焦点を当て、学会発表の仕⽅や学術論⽂の構成について領域横
断的な視点から批評を受けることによって総合的なプレゼンテー
ション能⼒を養う。 

共 
同 

社会科学総合演習Ｃ 

 社会科学総合演習では、⼤学院⽣それぞれが⾃ら進捗させてき
た研究成果について他分野の教員及び⼤学院⽣と討議することに
より、研究課題の多⾓的な視点からの深化や独創的な⼿法を⽤い
た研究の進展を⽬指す。 
 本演習では、博⼠論⽂の学術的価値の明晰化に資する⽅法論に
焦点を当て、データの収集法及び分析法、研究課題の社会的意義
づけ等を領域横断的な視点から検討し、新規性に富む研究を遂⾏
する応⽤⼒を養う。 

共 
同 

専 
⾨ 
科 
⽬ 

社会科学特別講義 
（国際関係分野） 

 本授業は、現在世界各地で⽣起している戦争（紛争）の⽣成メ
カニズムを政治的、⽂化的、社会的側⾯から複眼的に検証し、そ
の上で平和構築の⽅策を提⽰することに主眼を置いている。検証
対象地域は、担当教員のフィールドであり、かつ今⽇混迷の度を
深め紛争の拡散が懸念されている中東を中⼼に据えるが、中国の
海洋進出問題や⽇露、⽇中、⽇韓間の領⼟問題など⽇本を取り巻
く国際情勢の動向にも留意しながら進める。さらに受講者の関⼼
に応じて検証の対象とする地域に変更を加えることもある。  

集 
中 
・ 
隔 
年 

社会科学特別講義 
（経済分野） 

 ⽇本では⾼齢化の進展により、国⺠医療費が年々増加している
が、コロナ禍において経済活動が停滞する中、医療費抑制が重要
な課題となっている。 
 この講義では、医療費抑制と⾼品質の医療サービスを提供する
ための政策的⽅法について、最新の医療経済学の知⾒に依拠しな
がら、考察していく。 

集 
中 
・ 
隔 
年 

社会科学特別講義 
（経済分野） 

 本講義の⽬的は、経営学の「総合的アプローチ」すなわち、経
営管理、労務管理、⽣産管理、意思決定、そしてコーポーレイト
カバナンスの個別分野から、⽇本企業が特徴的に⽤いてきた⽇本
的経営について論ずることにある。⽇本的経営は⽇本の経済社会
⽂化の中にどのように形成されてきたのか、また、現代の⽇本の
伝統⽂化および環境要因の中で、どの程度変化しつつあるのかに
ついても議論する。まず、⽇本経済とビジネスの歴史的転換点に
ついて概観した後、以下のトピック、雇⽤慣⾏（終⾝雇⽤や年功
序列）、教育訓練（社内外教育訓練や経営者教育）、労使関係（企
業別組合や春闘）、意思決定、⽣産管理（TQC、JIT、Kanban、
下請けや系列）、企業ガバナンスに関して考察を⾏う。なお受講者
と協議を⾏いつつ個別の企業の事例を適宜取り上げていく。 

集 
中 
・ 
隔 
年 

社会科学特別講義 
（国際関係分野） 

 本講義では、ILO（国際労働機関）が、ベルサイユ平和条約で
設置されたことの歴史的意義と、その後の活動（特に基準設定活
動）によって国際労働法が規範として確⽴していったかを研究す
る。同時に、⼈権の国際的保障の系譜の中で、国際労働⽴法が果
たした役割を確認することで、国際社会の中の経済社会的協⼒の
実態を特定する。 

共 
同 
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研 

修 

科 

⽬ 

国際社会特殊研修 

 ⾃らの専攻分野の有⽤性を理解して、国際社会における課題解
決に⽣かすことができるよう研修先で実務を体験する。こうした
実社会での能動的学習と実践を通して、修得した理論の蓄積を拡
張させるのみならず、⾼度専⾨職業⼈に必須の資質を⾼めること
を⽬的としている。 
 研修先としては、国内外の公的機関および研究所等において将
来のリーダーとなる⼈材を研修⽣として受け⼊れている機関を設
定しているので、受講者各⾃で研修先とプログラムを確認し、選
定の上交渉することとする 

共 

同 

特 

殊 

研 

究 

科 

⽬ 

社会科学特殊研究ⅠＡ 

（概要） 
 博⼠前期課程における研究成果を踏まえ、博⼠後期課程におけ
る研究テーマの設定を⽬標とする。設定した研究テーマに係る⽂
献・資料調査の能⼒を⾼めるため、研究指導教員からの指導に基
づき調査計画を⽴て、実施する。なお、副指導教員に対しても適
宜研究の進捗状況を報告するとともに、論⽂執筆に向けた助⾔を
受ける。 

（チョウドリ マハブブル アロム） 
 経営戦略の問題としての経営理念や組織⽂化について、広く⽂
献を渉猟させる。⽂献精読を通して、経営の国際化の⽬的につい
て理解を深め、国際経営に関する基礎概念や⽅法論を修得する。 

（宮崎 聖⼦） 
 家族・地域・国家などをジェンダー、階層、エスニシティ等の
視点から分析するための研究⼿法を修得するための指導を⾏う。 

（佐藤 秀樹） 
 育児、知的財産、地⽅分権といった⼈⼝に膾炙する政策課題に関
して、それらの各々を経済学的に把握し、政策的インプリケーシ
ョンを解釈することができる能⼒を涵養する。 

（鈴⽊ 有美） 
 組織あるいは社会における⼈間⾏動に関する問題意識を深め、
関連する先⾏研究を広くレビューする。⽂献精読を通して、ウェ
ルビーイングや幸福の概念を中⼼に、政治・経済・経営・教育と
いった社会活動において適応を⽬指す⼈間の⼼理⾏動科学の基礎
を⾝に付ける。 

（⾺場 優） 
 外交史及び国際政治史の⽂献の精読を通じて博⼠論⽂執筆に向
けた構想をまとめる。 

（深町 朋⼦） 
 国際法の理論的⽂献の精読を通じて、国際法の体系性と理論的
研究の⽅法論について理解を深める。 

（ジャヤセーナ パスマシリ） 
 平和研究及び批判的安全保障の⽂献の精読を通じて、平和学の
理論的研究の⽅法論について理解を深めさせる。 

（⽊村 貴） 
 体制移⾏期における⼈権保障制度の強化に関する問題意識を深
め、関連する理論的⽂献の精読を通じて博⼠論⽂執筆に向けた構
想をまとめる。 
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（徐 阿貴） 
 先⾏研究および調査で収集したデータに基づき、各⾃の研究関
⼼に最適な分析枠組みを設定する。研究理論と調査対象の間を往
還しつつ、データの分析整理を進める。 

（⼭根健⾄） 
 ⽐較政治学の基礎⽂献・先⾏研究の整理を終え、博⼠論⽂執筆
に向けて論⽂構想を進める。 

社会科学特殊研究ⅢＡ 

（概要） 
 社会科学特殊研究Ⅱにおいてまとめた博⼠論⽂の構想を基に、
学位申請のための予備論⽂を作成させ、提出させるための指導を
⾏う。提出後は、予備論⽂審査に合格させるための指導を⾏う。 

（チョウドリ マハブブル アロム） 
 特にアジア諸国に進出した⽇本企業の国際的経営組織について
実証的に検証し、考察を⾏った博⼠論⽂構想から学位申請のため
の予備論⽂をまとめる。 

（宮崎 聖⼦） 
 ジェンダー・エスニシティなどの分析事例を確認しつつ、博⼠
論⽂構想を具体化させ予備論⽂をまとめる。 

（佐藤 秀樹） 
 学会報告論⽂の改訂と相俟って、その論⽂に直結した先駆的研
究以降の⽂献的系譜を丹念にレビューし、博⼠論⽂を構想する。
更に、学会報告の予⾏や報告後の対応についても指導する。 

（鈴⽊ 有美） 
 ２年次においてまとめた博⼠論⽂構想から学位申請のための予
備論⽂を作成し、提出させる。予備論⽂審査に合格できるよう指
導を⾏う。 

（⾺場 優） 
 受講者の博⼠論⽂のテーマを先⾏研究や関連する⼀次史料、さ
らにテーマに関する理論研究をもとに、博⼠論⽂構想を具体化さ
せ、予備論⽂にまとめる。 

（深町 朋⼦） 
 最新の判例や研究の展開を適宜確認しつつ、論⽂構想に沿った
予備論⽂の作成を⾏う。 

（ジャヤセーナ パスマシリ） 
 ⅡB においてまとめた博⼠論⽂構想から学位申請のための予 
備論⽂を作成し、提出させる。 

（⽊村 貴） 
 分析事例を理論的枠組みにもとづき博⼠論⽂構想をより具体化
させ、予備論⽂をまとめる。 

（徐 阿貴） 
 分析結果から得られた⽰唆を整理し、博⼠論⽂を執筆する。博
⼠論⽂の構成に沿って予備的論⽂を執筆し、研究発表に寄せられ
たコメントをもとに軌道修正を⾏う 

社会科学特殊研究ⅡＢ 
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（⼭根 健⾄） 
⽐較政治学の理論的⽂献を精査し、受講者の研究内容を深めて、

博⼠論⽂構想を具体化させ予備論⽂をまとめる。 

社会科学特殊研究ⅢＢ 

（概要） 
予備論⽂審査合格を経て、博⼠論⽂提出資格を得た⼤学院⽣に

対する助⾔を中⼼として授業を進める。これまでの研究成果を博
⼠論⽂として結実させるとともに、博⼠論⽂提出後は公開審査に
合格するための指導を⾏う。 

（チョウドリ マハブブル アロム） 
これまでの研究成果を基に、国際経営・経済分野及びアジア諸

国における企業経営に関する博⼠論⽂を完成させ、博⼠の学位取
得に向けた指導を⾏う。 

（宮崎 聖⼦） 
ジェンダー研究に関する学位論⽂を完成させ、博⼠の学位取得

に向けた指導を⾏う。 

（佐藤 秀樹） 
３年前期の構想に基づき、経済分野における政策論として従前

の研究成果を整理し、博⼠論⽂に結実させる。 

（鈴⽊ 有美） 
これまでの研究成果を基に、社会活動における適応をテーマと

した⼼理⾏動科学に関する博⼠論⽂を完成させ、博⼠の学位取得
に向けた指導を⾏う。 

（⾺場 優）
外交史・国際政治史に関する学位論⽂を完成させ、博⼠の学位

取得に向けた指導をおこなう。 

（深町 朋⼦） 
これまでの研究成果に基づいて国際法に関する博⼠論⽂をまと

め、公開審査のための準備を⾏う。 

（ジャヤセーナ パスマシリ）
これまでの研究成果に基づいて平和研究及び批判的安全保障に

関する学位論⽂を完成させ、学位取得に向けた指導を⾏う。 

（⽊村 貴）
体制移⾏期の⼈権保障に関する学位論⽂を完成させ、博⼠の学

位取得に向けた指導を⾏う。 

（徐 阿貴） 
国際移動に現れるジェンダー体制とその再編に関する学位論⽂

の完成に向けて指導を⾏う。 

（⼭根 健⾄） 
⽐較政治学に関する学位論⽂を完成させ、博⼠の学位取得に向

けた指導を⾏う。⽐較政治学の理論的⽂献を精査し、受講者の研
究内容を深めて、博⼠論⽂構想を具体化させ予備論⽂をまとめさ
せる。

社会科学特殊研究ⅢＡ
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（⼭根 健⾄） 
 ⽐較政治学の理論的⽂献を精査し、受講者の研究内容を深めて、
博⼠論⽂構想を具体化させ予備論⽂をまとめる。 

社会科学特殊研究ⅢＢ 

（概要） 
 予備論⽂審査合格を経て、博⼠論⽂提出資格を得た⼤学院⽣に
対する助⾔を中⼼として授業を進める。これまでの研究成果を博
⼠論⽂として結実させるとともに、博⼠論⽂提出後は公開審査に
合格するための指導を⾏う。 

（チョウドリ マハブブル アロム） 
 これまでの研究成果を基に、国際経営・経済分野及びアジア諸
国における企業経営に関する博⼠論⽂を完成させ、博⼠の学位取
得に向けた指導を⾏う。 

（宮崎 聖⼦） 
 ジェンダー研究に関する学位論⽂を完成させ、博⼠の学位取得
に向けた指導を⾏う。 

（佐藤 秀樹） 
 ３年前期の構想に基づき、経済分野における政策論として従前
の研究成果を整理し、博⼠論⽂に結実させる。 

（鈴⽊ 有美） 
 これまでの研究成果を基に、社会活動における適応をテーマと
した⼼理⾏動科学に関する博⼠論⽂を完成させ、博⼠の学位取得
に向けた指導を⾏う。 

（⾺場 優） 
 外交史・国際政治史に関する学位論⽂を完成させ、博⼠の学位
取得に向けた指導をおこなう。 

（深町 朋⼦） 
 これまでの研究成果に基づいて国際法に関する博⼠論⽂をまと
め、公開審査のための準備を⾏う。 

（ジャヤセーナ パスマシリ） 
 これまでの研究成果に基づいて平和研究及び批判的安全保障に
関する学位論⽂を完成させ、学位取得に向けた指導を⾏う。 

（⽊村 貴） 
 体制移⾏期の⼈権保障に関する学位論⽂を完成させ、博⼠の学
位取得に向けた指導を⾏う。 

（徐 阿貴） 
 国際移動に現れるジェンダー体制とその再編に関する学位論⽂
の完成に向けて指導を⾏う。 

（⼭根 健⾄） 
 ⽐較政治学に関する学位論⽂を完成させ、博⼠の学位取得に向
けた指導を⾏う。⽐較政治学の理論的⽂献を精査し、受講者の研
究内容を深めて、博⼠論⽂構想を具体化させ予備論⽂をまとめさ
せる。 

社会科学特殊研究ⅢＡ 
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８ 交通案内 

◎ＪＲ「⾹椎駅」から徒歩約 15 分(ＪＲ「⾹椎駅」には停⾞しない特急列⾞もあるのでご注意ください)
◎天神⽅⾯からの地下鉄利⽤は、福岡市地下鉄「⾙塚駅」で⻄鉄⾙塚線乗換え「⻄鉄⾹椎駅」下
⾞ 徒歩約１２分、「⾹椎花園前駅」下⾞ 徒歩約１０分
◎⻄鉄バス「天神中央郵便局前」乗⾞、「福岡⼥⼦⼤前」下⾞
（天神から約１５分【都市⾼速経由】：下表参照）
系統番号 始発・経由 所要時間 ⾏      先 

２１Ａ 
天神中央郵便局前 
    【都市⾼速経由】 

１５分 
雁の巣レクリエーションセンター、 
志賀島⼩学校前 

２３Ａ 
天神中央郵便局前 
    【都市⾼速経由】 

１５分 ⻄鉄三苫駅 

２６Ａ 
天神中央郵便局前 

【都市⾼速経由】 
１５分 

⾚間営業所、新宮中央駅東⼝・IKEA 前、 
光陽台六丁⽬、津屋崎 

２１ 天神中央郵便局前 ３３分 雁ノ巣レクリエーションセンター 

２３ ⻄公園・天神中央郵便局前 ３３分 
⻄鉄三苫駅、⼤蔵・⾼美台 
※⾹椎照葉センターマークス前⾏、下原⾏は
福岡⼥⼦⼤前に停⾞しませんので注意してく
ださい。

２６ 天神中央郵便局前 ３３分 ⾚間営業所 
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（（付付））令令和和５５年年度度秋秋入入学学及及びび令令和和６６年年度度福福岡岡女女子子大大学学大大学学院院人人文文社社会会科科学学研研究究科科  
言言語語文文化化専専攻攻・・社社会会科科学学専専攻攻【【博博士士後後期期課課程程】】学学生生募募集集要要項項  

（一般選抜入試・社会人特別選抜入試・留学生特別選抜入試・福岡女子大学大学院博士前期課程修了者特別選抜入試） 

１ 募集人員 

言語文化専攻２人、社会科学専攻２人 

なお、志願者は「２ 出願資格」の(１)～(４)の中から該当するものを選択すること。 

２ 出願資格 

(１)一般選抜入試

次の各号の一に該当する女子が出願できる。

① 修士の学位や専門職学位を有する者（学校教育法第 102 条第 1項）及び入学時までに取得見込みの者

② 外国において、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者（学校教育法施行規則第 156 条第 1号）及び入

学時までに学位を授与される見込みの者

③ 外国の学校が行う通信教育を我が国において履修し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者（学校

教育法施行規則第 156 条第 2号）及び入学時までに学位を授与される見込みの者

④ 我が国において、外国の大学院相当として指定した外国の学校の課程（文部科学大臣指定外国大学（大学院相当）日本

校）を修了し、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者（学校教育法施行規則第 156 条第 3 号）及び入

学時までに学位を授与される見込みの者

⑤ 国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者(学校教育法施行規則第 156 条第 4 号）及び

入学時までに学位を授与される見込みの者

⑥ 文部科学大臣の指定した者（学校教育法施行規則第 156 条第 6号）

⑦ 大学院において個別の入学資格審査により修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者で、入学時ま

でに原則24歳に達する者

※ 上記（１）⑦の資格で出願する者は、事前審査が必要であるため 20 ページの「◎ 出願資格の事前審査について」を

参照すること

(２)社会人特別選抜入試

入学時点で、大学院修士課程修了後、社会人として３年以上の経験を有する女子で、上記(１)の①から⑦のいずれかの出

願資格を有するものが出願できる。 

※ 上記（１）⑦の資格で出願する者は、事前審査が必要であるため 20 ページの「◎ 出願資格の事前審査について」を

参照すること

(３)留学生特別選抜入試

日本の国籍を有しない女子で、次の各号の一に該当するものが出願できる。

① 外国において、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者（施行規則第 156 条第 1 号）又は入学時までに

学位取得見込みの者

② 我が国において、外国の大学院相当として指定した外国の学校の課程（文部科学大臣指定外国大学（大学院相当）日本

校）を修了し、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者（施行規則第 156 条第 3 号）又は入学時までに

学位取得見込みの者

③ 国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者(施行規則第 156 条第 4 号）又は入学時まで

に学位取得見込みの者

④ 文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第 118 号）

⑤ 本学大学院において個別の入学資格審査により修士の学位と同等以上の学力があると認めた者で、原則（入学時まで

に)24 歳に達したもの

※ 上記（３）⑤の資格で出願する者は、事前審査が必要であるため 20 ページの「◎ 出願資格の事前審査について」を

参照すること

(４)福岡女子大学大学院博士前期課程修了者特別選抜入試

福岡女子大学大学院博士前期課程を修了した女子が出願できる。

なお、｢修了見込み｣の者であっても、すでに修士論文を提出している場合は出願できる。
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◎ 出願資格の事前審査について

19 ページ「2 出願資格 (1)⑦ または (3)⑤」のいずれかにより出願しようとする者についての「修士の学位と同等以上

の学力」の認定は、次により行う。なお、必要のある場合は学力検査、面接等を行う。 

(1) 提出書類

書 類 等 摘 要 

ア．入学者選抜出願資格認定申請書 本研究科所定の様式によること。 

イ．「７出願手続」に定める書類

（但し、入学考査料を除く。）

本募集要項「７出願手続」に定める書類 

（入学考査料は納入しないこと。） 

上記ア及びイは、一括して提出すること。なお、郵送する場合は必ず書留速達とし、封筒表面に「大学院人文社会科

学研究科出願書類及び出願資格認定申請書在中」と朱書きすること。 

(2) 提出期間

夏季試験 令和 5年 6 月 12 日(月)～ 6 月 16 日(金)17 時まで必着

春季試験 令和 5年 12 月 4 日(月)～12 月 8 日(金)17 時まで必着

(3) 認定の結果

認定の結果は、次の期日までに本人に郵便又は電話で通知する。

夏季試験 令和 5年 6 月 23 日(金)

春季試験 令和 5年 12 月 22 日(金)

※ 認定された者は、21 ページ「６出願期間」の期間内に「７出願手続 (7)入学考査料」に記載する方法により入学考査

料を納入すること。

３ 試験日 
  夏季試験  令和 5 年 8 月 5 日 (土)  
春季試験  令和 6 年 2 月 10 日 (土) 

４ 試験場 

福岡女子大学（福岡市東区香住ヶ丘１-１-１） 

交通機関については、18 ページを参照すること。 

５ 試験科目  ※夏季試験、春季試験とも同じ試験科目、同じ時間帯で実施する。 

言語文化専攻 博士後期課程 

区 分 10:00～12:00(120 分) 13:30～ 

一 般 選 抜 入 試 

筆記試験 

・専門分野※１
・外国語(選択)※２または資料読解

面接試験 
(論文審査) 

修士論文および
今後の研究に関
することなど 
（修士論文また
はこれに準じる
学術論文を審査
の対象とする） 

社 会人 特別選 抜入 試 ・専門分野

留 学生 特別選 抜入 試 ・専門分野

福岡女子大学博士前期課程 

修 了 者 特 別 選 抜 入 試 
・専門分野

※１ 英語圏の言語文化に関する研究領域志願者については、専門分野の出題に英語以外の外国語を一部用いることがある。

※２ 一般選抜入試の外国語については、英語･ドイツ語･フランス語･中国語･韓国語から 1つ選択。なお、母語は外国語として選択

できない。

社会科学専攻 博士後期課程 

区 分 10:00～12:00(120 分) 13:30～ 

一 般 選 抜 入 試 

筆記試験 

・専門分野に関する外国語（読解）※１

面接試験 
(論文審査) 

修士論文および
今後の研究に関
することなど 
（修士論文また
はこれに準じる
学術論文を審査
の対象とする） 

社 会人 特別選 抜入 試 ・専門分野※２

留 学生 特別選 抜入 試 ・専門分野※２

福岡女子大学博士前期課程 

修 了 者 特 別 選 抜 入 試 
・専門分野※２

※１ 外国語については、英語･ドイツ･フランス語･中国語･韓国語から１つ選択。なお、母語は外国語として選択できない。

※２ 専門分野の出題については外国語を用いることがある。
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６ 出願期間 

夏季試験    令和 5年 6 月 26 日 (月) ～ 6 月 30 日 (金) 17 時まで必着 

春季試験    令和 6年 1 月 10 日 (水) ～ 1 月 17 日 (水) 17 時まで必着 

７ 出願手続 

 入学志願者は、次の書類を｢６出願期間｣の期間内に本学アドミッションセンターに提出すること。 

出願書類を郵送するときは、必ず書留速達とし、封筒表面に｢大学院人文社会科学研究科博士後期課程入学願書｣と朱書きす

ること。 

    なお、提出された出願書類及び納入金は原則として返還しない。また、出願書類に不備があるものは、受理しない。(該

当書類が英語以外の外国語表記の場合、必ず和訳文または英訳文を添付すること。) 

(１) 入学願書及び受験票

本研究科所定様式（本要項に添付）を使用のこと。

(２) 研究志望調書及び研究計画書

本研究科所定様式（本要項に添付）を使用のこと。

研究計画書については、本研究科の定める以下の【作成要領】に従うこと。

【研究計画書作成要領】 

大学院入学後の研究計画について、4000 字程度で作成すること。Ａ4判の用紙(縦置き)に 12 ポイントの文字で、1頁

を 1050 字相当(1 行 35 字で 30 行)に設定の上、横書きとする。英語でも可。 

但し、以下①～④の諸事項に関して、バランス良く記述すること。 

① 主たる研究課題の題目及びその要旨

② その研究課題を定めるに至った経緯(例えば、修士論文との関連性など)

③ 研究課題についての具体的な計画

④ その研究のもつ学術的な意義

なお、この研究計画書は、修士論文とともに、面接試験の際の重要な資料となるものであるから、十分に練り上げた

ものにすること。

(３) 成績証明書（英語以外の外国語表記の場合、必ず和訳文または英訳分を添付すること）

出身大学院の学籍原簿の写し又はそれに相当する単位取得を証明するもの。(要厳封)

(４) 最終大学院の修了証明書又は見込証明書(英語以外の外国語表記の場合、必ず和訳文または英訳分を添付すること)

(５) 修了証書、学位書（原本あるいはコピーを提出すること。）

(英語以外の外国語表記の場合、必ず和訳文または英訳分を添付すること)

(６) 修士論文。また、修士論文以外の研究成果物がある場合は、それも併せて提出すること。修了見込みの者は、修士論文

にかわるものを提出すること。いずれも、コピー可。ただし、原則として返却しない。

(英語以外の外国語表記の場合、必ず和訳文または英訳分を添付すること)

(７) 入学考査料

入学考査料は 30,000 円。納入方法は、銀行窓口での振込「電信扱」に限る。納入後は、原則として返還しない。本要

項最終ページの入学考査料振込依頼書を切り離し、太枠で囲まれている記入欄に必要事項をすべて黒ボールペンで正

確・明瞭に記入し、Ａ・Ｂ・Ｃ票を切り離さず銀行へ持参すること。ただし、振込手数料は志願者負担。振込の後、銀

行窓口で返還されたＢ・Ｃ票のうち、Ｃ票(｢福岡女子大学(大学院)｣入学考査料振込金受付証明書)を、入学願書裏面の

入学考査料振込金受付証明書貼付欄に貼ること。

(８) 写真（２枚）

たて 4cm×よこ 3cm、正面上半身、無帽、無背景、出願期間以前 3 ヶ月以内に撮影したもの 2 枚をそれぞれ入学願書、受

験票に貼付すること。

(９) 受験票返信用封筒

返信用封筒(長形 3号 120mm×235mm)に郵便番号、住所、氏名を記入し、84 円切手を貼付すること。

(10) 在職期間証明書（社会人特別選抜入試志願者のみ）

本研究科所定様式（本要項に添付）を使用のこと。

(11) 受験許可書（現職のまま入学しようとする者）

本研究科所定様式（本要項に添付）を使用のこと。会社及び官公庁・教育機関等に勤務している者で現職のまま入学し

ようとする者は、受験について所属長の許可書を提出すること。
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８ 合格発表 

夏季試験    令和 5 年 8 月 10 日 (木) 

春季試験    令和 6 年 2 月 16 日 (金) 

合格発表日の 10 時頃、本学車両正門横の掲示板に掲示するとともに、合格者には本人あてに郵送で通知する。なお、

本学のウェブサイトにおいても合格者の受験番号を掲載する。ただし、公式の合格発表については、必ず本学掲示板又は

合格通知書で確認すること。電話による合否の問い合わせは一切受け付けない。 

９ 入学手続 

(1)入学手続期間

夏季試験合格者 令和 5 年 8 月 16 日（水）～ 8 月 23 日（水）17 時まで

春季試験合格者 令和 6 年 2 月 19 日（月）～ 2 月 26 日（月）17 時まで

（郵送の場合、必ず書留速達とし、夏季試験合格者は 8 月 23 日（水）17 時までに、春季試験合格者は 2 月 26 日（月）

17 時までに必着のこと）持参の場合、受付時間は 9時から 17 時までとする。土・日・祝日は行わない。

上記期間中に手続を完了しない場合、入学を辞退したものとして取り扱う。

(2) 提出書類

ア． 誓約書(本研究科所定のもの。合格通知書と同封して郵送する。)

イ． 住民票(留学生特別選抜入試については、市町村長が発行する在留資格及び在留期間を明記したもの。出願者以外

の世帯員については証明不要) 

ウ． 外国人で入学許可が出国の要件となっている国外在住者については、外務省在外公館又は日本国政府の承認した

外国政府その他の発行する留学資格証明書・紹介状・推薦書等 

エ． その他必要書類等は、合格通知とともに通知する。

(3) 納入金(令和 5年度実績)

入学料 県内の者 282,000 円 

県外の者 520,000 円 

授業料 半 期 分 267,900 円(年額 535,800 円) 

※ 入学手続きでは入学料のみの納入となります。

※ 入学料について「県内の者」とは、(ア)入学しようとする者の生計の主たる維持者が入学しようとする年の前年の

3 月 1 日から入学許可の日まで引き続き福岡県内に居住している者、(イ)入学しようとする者の生計の主たる維持者が

勤務等の事由により県外居住者であっても、入学者を含む家族の大半が(ア)に掲げる期間中福岡県内に居住している者

をいう。なお、上記の県内居住については、住民票が期間中県内にあるかどうかにより判断する。「県外の者」とは、

上記以外の者をいう。 

 ※ 在学中に授業料の額の改定が行われた場合には、改定後の授業料の額が適用される。

※ 福岡女子大学大学院博士前期課程修了後引き続き本学博士後期課程に進学する場合は、入学料は徴収しない。

ただし、本学大学院博士前期課程修了後１年以上経過してからの入学者については、入学料を徴収する。

※ 令和 5年 7月 7日からの大雨により被災した福岡女子大学志願者の入学料及び入学考査料について免除の特例措

置を実施する。詳しくは URL をご覧ください。http://www.fwu.ac.jp/exam_info/2024/ 

(4) 入学手続場所

福岡女子大学 アドミッションセンター 〒813-8529 福岡市東区香住ヶ丘 1丁目 1 番 1号

 TEL 092-692-3100 

(5) その他不明な点は、下記まで問い合わせること。

福岡女子大学 アドミッションセンター 〒813-8529 福岡市東区香住ヶ丘 1丁目 1 番 1号

 TEL 092-692-3100 
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◎ 障害がある入学志願者の事前相談 

障害がある入学志願者で、受験上および修学上配慮を必要とする者は、相談に応じますので、事前にアドミッションセ

ンター（092-692-3100）にご相談ください。 

 

◎ 留学生への支援制度（令和 5年度実績） 

留学生として本学大学院に入学した者（県外の者に限る）には、その入学時の成績等により、入学金が半額となる制度

及び、入学後の研究計画書の内容と面接により、授業料が半額になる制度があります（ただし、制度を利用できる人数に

は限りがあります）。また、本学に設置されている学生寮に入寮することもできます（ただし、入寮できる人数には限り

があります）。 

 

◎ 試験結果の開示 

   試験結果は受験者本人に限り、アドミッションセンタ―において開示します。期間は、夏季試験は令和 5年 8月 29 日

（月）から 9 月 8日（金）、春季試験は令和 6年 4月 1日(月)から 4 月 12 日(金)までです。ただし、いずれも 9時から

17 時までとし、土・日・祝日は開示を行いません。開示を申請する際には、本学大学院入試の受験票をお持ちください。 

 

 

 

 

令和５年度秋入学及び令和６年度福岡女子大学大学院人文社会科学研究科 【博士後期課程】 入試日程 

夏  季  試  験 

出 願 期 間 令和 5 年 6 月 26 日（月）～ 6 月 30 日（金）17 時まで 

試 験 日 令和 5 年 8 月 5 日（土） 

合 格 発 表 令和 5 年 8 月 10 日（木） 

入 学 手 続 期 間 令和 5 年 8 月 16 日（水）～ 8 月 23 日（水） 

 

春  季  試  験 

出 願 期 間 令和 6 年 1 月 10 日（水）～ 1 月 17 日（水）17 時まで 

試 験 日 令和 6 年 2 月 10 日（土） 

合 格 発 表 令和 6 年 2 月 16 日（金） 

入 学 手 続 期 間 令和 6 年 2 月 19 日（月）～ 2 月 26 日（月） 
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志望専攻名
 （いずれかを○で囲むこと）

フリガナ

生年月日

〒

保証人 氏名 住所　　

（続柄）

年　　月

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

合格通知の
送付先住所

〒

フリガナ

試験日程
 （いずれかを○で囲むこと）

志望専攻名
 （いずれかを○で囲むこと）

専門分野に関する
外国語

（一般選抜志願者のみ）

現住所

□2023（令和5）年9月入学（秋入学）
希望する入学時期いずれかに　　を入れる

□2024（令和6）年4月入学（春入学）

※　履歴事項記入欄が不足する場合は任意の別紙に記入して添付すること　

国　籍
※ 留学生のみ記入

氏　　名

福岡女子大学大学院人文社会科学研究科入学願書（博士後期課程）

言語文化専攻 社会科学専攻

一般選抜入試   ・   社会人特別選抜入試   ・   留学生特別選抜入試

受験番号
※記入しないこと

電話（　　　）　　　  －　　　　　　　E-mail　　　　　＠
電話（　　　　）　　　　　－

（　　　　）

履歴事項（高等学校卒業から記入すること。職歴含む。留学生は小学校から記入）

言語文化専攻 社会科学専攻

福岡女子大学大学院人文社会科学研究科入学受験票（博士後期課程）

氏　　名

切り取らないこと□2023（令和5）年9月入学（秋入学）

英語　・  ドイツ語  ・  フランス語  ・　中国語　・　韓国語

（受験する外国語を一つを選んで○で囲むこと）

一般選抜入試   ・   社会人特別選抜入試   ・   留学生特別選抜入試

・福岡女子大学博士前期課程修了者特別選抜入試
選抜の区分

 （いずれかを○で囲むこと）

・福岡女子大学博士前期課程修了者特別選抜入試
選抜の区分

 （いずれかを○で囲むこと）

受験番号
※記入しないこと

令和5年8月5日（土）  ・  令和6年2月10日（土）

電話（　　　　）　　　－　　　　　

□2024（令和6）年4月入学（春入学）

昭和・平成　　　年（西暦　　　　　　年）　　　　月　　　　日（満　　　　歳）

写真貼付欄

写真はたて４cm、

よこ３cmの大きさ

正面上半身無帽

無背景で

出願前３か月以内に

撮影したもの

入学願書と同じ写真を

貼付すること

写真貼付欄

写真はたて４cm、

よこ３cmの大きさ

正面上半身無帽

無背景で

出願前３か月以内に

撮影したもの

受験票と同じ写真を

貼付すること



 

 

試験科目 筆記試験 10：00～12：00 面接試験 13：30～ 

受験上の注意 

１．この受験票は試験当日必ず携帯し、試験室では机上におくこと。 

２．やむを得ない理由で遅刻した場合、30 分以内であれば受験を認める。 

３．試験開始の 10 分前に試験室に入室すること。 

入学考査料振込金受付 

証明書貼付欄 



※1の欄は、該当する項目を○で囲むこと。

研究志望調書

志望の動機

氏
　
名

受
験
番
号

※記入しないこと。フリガナ

選抜の区分
（該当する一つを○で囲むこと）

一般選抜入試 　・　 社会人特別選抜入試

 留学生特別選抜入試

福岡女子大学博士前期課程修了者特別選抜入試
志望専攻　※1

言語文化
社会科学

これまでの研究課題とその内容



これからの研究課題とその内容



入学者選抜入試出願資格認定申請書 

 
  福岡女子大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程に出願したいので、事前審査を 
 お願いします。 
   
 
 
     年     月     日 
 
 
氏名 
 
                              印 
 
住所 
 
〒                                        
 
                                         
 
 
最終卒業（修了）機関名 
 
                                
 
 
卒業（修了）年月日 
 
     年    月    日 
 
 
 
               希望の入学時期 □ 2023（令和 5）年 9 月 
                       □ 2024（令和 6）年 4 月 
                        （いずれかに✓を入れてください。）  





 

 ※複数枚の証明が必要な場合は様式をコピーしてご使用ください 

受 験 許 可 書 
       

             

福 岡 女 子 大 学 長 殿 
 

 
受験者氏名         

 
生 年 月 日         年   月   日   

 

       

       

     
   上記の者が、福岡女子大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程の入学試験を 

  受験することを許可します。 

               希望の入学時期 □ 2023（令和 5）年 9 月 

                       □ 2024（令和 6）年 4 月 
                       （いずれかに✓を入れてください。） 

       
              年    月    日  

        
  所属機関等住所（所在地）及び電話番号    

       
 〒                   

 

                                                         

  
 電 話 番 号        

 
 所属機関等名       

          
 所 属 長 名 

                               印 



 

 ※複数枚の証明が必要な場合は様式をコピーしてご使用ください 

在 職 期 間 証 明 書 
 
 

現住所 〒    －            

 

                                                 

 
     受験者氏名                                        

 

 

所属機関名（事業所名） 
 

職    種 
 

在職期間又は在職した期間 
自     年     月     日 

至     年     月     日 

 

 
     証明年月日    年   月   日 

 
         住所（所在地）〒    －           

 

                                                  

 

 
     勤 務 先 名                                        

 

 
     職 名                                        

 

 
     氏 名                                     印 

 



 

 ※複数枚の証明が必要な場合は様式をコピーしてご使用ください 

在 職 期 間 証 明 書 
 
 

現住所 〒    －            

 

                                                 

 
     受験者氏名                                        

 

 

所属機関名（事業所名） 
 

職    種 
 

在職期間又は在職した期間 
自     年     月     日 

至     年     月     日 

 

 
     証明年月日    年   月   日 

 
         住所（所在地）〒    －           

 

                                                  

 

 
     勤 務 先 名                                        

 

 
     職 名                                        

 

 
     氏 名                                     印 

 








